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●はじめに
　名古屋造形大学が名古屋市中村区稲葉地より小牧キャンパ
スに移転し３０有余年が経過した。当時新築された校舎群は
講義棟やアトリエ棟の他に、今回リノベーションを行った食
堂･ラウンジの学生ホール棟も含まれる。
　このプロジェクトを始めることとなった2017年当時、少子
化時代の大学間競争において他大学が厚生施設の再整備に力
を入れている中、小牧キャンパス唯一の食堂・ラウンジは竣工
以降長らく大きな手を入れずに使用されていた。機能的では
あっても昔のどこか無機質な工場の食堂のようで、デザイン
の学び舎としては寂しさを否めない状況であった。
　また最近は学生の行事への参加率が減少し、クラブに入ら
ない、芸祭に来ないなど大学活動への関心が薄れているよう
でもある。大学でのコミュニケーションの場が豊かでないこ
と、それが勉学にも繋がるのではないかと危惧していた。
　このような背景をきっかけに、学生が自らの学び舎を自ら
の手で刷新し大学に愛着と親しみを持つこと、また全学生の
コミュニケーションの場を作ることを目的としてプロジェク
トを立ち上げた。これらの場作りは、同時にこの大学ならでは
の美術の専門性を活かした自らの作品として実現化でき、学
生のモチベーションアップにも繋がる意義があると考えた。
　実際のプロジェクトは将来的校舎移転計画を考え、コスト
のかかる大規模改修まで行わずともインテリア改修として実
現できることは何か、を前提としてデザインを立案した。また
極力学生の手で施工できるデザインであることを踏まえた上
で、数少ない学生の実経験として、美術大学らしい教育の場に
ふさわしいインテリアリノベーションを目指した。
（溝口周子）
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●工事作業風景
●竣　工
既設現場の実測
カウンター腰壁の製作 窓腰壁の施工
壁面部材の製作
中央大テーブルと黒板チョークイラスト
黒板チョークロゴ
窓腰壁　板張り メニューのイラストプロジェクター映写用白壁
カウンター部材の製作
壁面ローラー塗装
黒板壁の製作 カウンターサインの製作 大テーブルの製作
↑椅子カバーは既設の椅
子を実測し縫製の得意な
学生が手作り。ロゴの野
菜の賑やかさが伝わる。
←メニューは実際の商品
をイラスト風にスケッチ
し黒板にマグネット貼付
け。立て看板も製作し店
の案内サインに。
●2017 年度作業年間スケジュール
●1 階 既設写真（改修前） ●１階 改修後平面図
　2017年度第一弾として、学生生活の中心である学食のリ
ニューアルから計画を始めた。参加学生を募ったところ建築・
インテリアデザインコースから１、２年生を中心に約２５名、
イラストレーションデザインコースから約７名が参加した。
いずれもDIYとインテリアに興味のあるやる気のある学生達
で、自分でモノを創ることに惹かれての参加であった。
　計画は５月から始め、約２か月ほど週１回程度の学生ミー
ティングを行った。学生達と他大学の学食を数件見学し、最新
の事例を見ながら自分たちの学食はどういうものが良いのか
話し合いを重ねた。 そして7月初め、各々イメージを探して最
終的にデザイン方針の多数決を取ったところ、ほぼ同様の意
見で絞られた。
　 ＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞
　学生達の意見は、「現在の無機質で冷たい印象を払拭し、木
の素材感を感じるくつろいだカフェのようなイメージを」と
いうものが多数であった。これらの意見を踏まえ、節のある無
垢材と明るいカラーリング、大きな黒板のチョークアート等
でくつろいだイメージを演出してゆくこととなった。
　また新しい店名のアイデアを出し合い、 「収穫」を意味する
“Recolte  Kitchen”と名付けられた。イラストレーションデザ
インコースの学生達がそのロゴデザインと黒板イラストのコ
ンセプトを検討、作業分担することとなった。
　イメージと同時に家具レイアウトの検討も行っている。
様々な使い勝手上の意見の中で「１人用の席がない」「作品を
展示出来る場所がほしい」という意見が多くあった。そこで相
談の結果、一人でもグループでも使用でき作品を置くことも
できる大テーブルを製作し食堂中央に設置している。
　計画案が決定し、現場実測、作図、仕上選定と発注、部材制
作、現場施工など、建築インテリアデザインコースの学生達を
中心に夏休みのほぼ毎日活動作業を行った。
　そして９月には内装家具完了、秋から冬にかけてイラスト
レーションデザインコースの学生達が黒板イラストを完成さ
せほぼ全体工事完了となった。
　学生にとって初めての工事作業は新鮮かつ驚きの連続だっ
たようで、喜びと悲鳴とが混在する毎日であった。しかし一か
らイメージを考え空間を作ることは二度とない良い経験に
なったようで、学生レポートには「空間を創り出すことの大変
さと喜びを感じた」という意見が多数あった。最後にはやり遂
げて完成した時の喜びを感じられたのではないかと思う。竣
工後、プロジェクト不参加の学生も含め学食の刷新を喜ぶ声
が多数寄せられ、イベントにも利用され始めている。　あと数
年、学生達のくつろぎの場として活用されることを願ってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　            （溝口周子）
●学生ホール１階　＜学食リニューアル＞
厨　房
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工後、プロジェクト不参加の学生も含め学食の刷新を喜ぶ声
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●工事作業風景
●2 階  既設写真（改修前） ●２階 改修後平面図
カラースキムの検討
棚と黒板の取付 壁面塗装
棚の製作 売店の壁製作
シャッター塗装
タイルカーペット張り 人工芝張り ガーランドで飾りつけ
ソファのセンターテーブルやアート・小物などは学生達とIKEAに買い物へ。小物の色合いの組合せでもイメージに影響が出
るので、何時間も迷って納得行くものを飾りつける。これもまたセンスの問われる作業であるが女子学生達には特に楽しかっ
たようだ。
床 : タイルカーペット張床 : 人工芝張
　リニューアルプロジェクト２年目は、学生ホール棟２階の
リノベーションを手掛けた。ここは基本的に朝から夜まで自
由に学生が利用できる唯一の場所である。授業のない時に談
話する場所としての利用やお昼にはお弁当を食べる場所とし
ても利用できる。売店もあり学生には最も身近な場所かもし
れない。
　しかし1階学食と同じくやはり改修前の状態は機能的では
あるが寂しく暗いイメージがあり、せっかくの自由な場所も
楽しいイメージとは遠い存在であった。
　これら現在の問題点を抽出しどう変えていくかを学生達と
話し合うことから始まった。「くつろいだ温かいイメージを出
したい」「ブルックリンにあるカフェのようなイメージ」「屋
外キャンプの明るさがほしい」など様々な意見が出たため、
テーブルエリアとソファエリアでイメージを変えながら全体
をひとつにまとめていくこととなった。
　また以前の家具レイアウトはテーブルがひしめき合う通路
も取れないほど狭い状態であったが、売店側壁面への作品棚
設置を前提としたゆったりしたテーブル配置に変え、奥の電
子レンジへの動線確保を行った。ソファエリア奥には裸足で
床に座る芝生ひろばを提案。グランピングのようにゆったり
寝転がるエリアはのびのびと楽しく利用できると考えた。
　施工は夏休みを中心に、学生１０名ほどでほぼ毎日の作業。
棚の製作や床カーペットの張替など学生には初めての作業が
多く大変だったと思うが、作業した学生達自身が喜んで使い
たいと話しているのでしっかり管理して綺麗に使ってくれる
と思う。コーヒーの香る豊かなコミュニケーションの場にな
ることを願っている。
（溝口周子）
●学生ホール２階　＜ラウンジリニューアル＞
ソファエリア 芝生ひろば
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　ロゴマークの完成後、学生ホール1Fの壁面イラストレー
ションに取り掛かる。大きく3面に描くスペースがあり、それ
らをどう活かすかメンバーでディスカッションを重ねる。
その中で、実りある大学生活4年間になぞらえたコンセプトで
進めることとなった。
　学生ホールの南側には大きなガラス張りの壁面があり、そ
こから見える芝生の向こうから心地の良いそよ風に乗って運
ばれてくる種子を「入学してくる1年生」ととらえ、西の壁面
では種子が成長していく様子を描き、北の面には新しい才能
を育む実り豊かなこのキャンパスで、大きく成長した新鮮な
食べ物を収穫し、この学食で皆で調理し美味しくいただく。こ
の学生ホールのネーミング“Recolte  Kitchen”にふさわしい
コンセプトを生み出すことができた。
　アイデアが決まってから特にイラストレーションが得意な
学生を中心に一気にまとめ上げる。
授業が終わってから夜遅くまで力を合わせ、交代しながら壁
面にチョークやポスターカラーで描いていく。下書きをプロ
ジェクターで投影、極力時間のかからない方法で進めていき、
まさに＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を彩る
にふさわしい作品に仕上げることができた。
　在学生やこれから入学する学生だけでなく、卒業生や保護
者の方にも見ていただける作品を残せた事に、とても素晴ら
しい経験ができたのではないかと思う。
（足立ゆうじ）
●学生ホール1階　＜壁面イラストレーション＞
学生ホール北側のイラストレーション
学生ホール西側のイラストレーション1 学生ホール西側のイラストレーション2 壁面制作の様子
●学生ホール1階　＜ロゴマークデザイン＞
ロゴデザインのミーティング
ロゴデザインのラフスケッチ 壁面に制作したロゴマークとイラストレーション
　リニューアルプロジェクト後半よりロゴマークのデザイン
が始まる。夏休みのミーティングで新しい学生ホールを象徴
するネーミングが“Recolte  Kitchen”に決まり、その名にふさ
わしいロゴマークについてイラストレーションデザインコー
スの学生7名がミーティングを積み重ねていった。
＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を表現できる
ロゴデザインとは何か。まずは世の中にある同じ方向性と考
えられるデザインのリサーチから始める。
　ネーミング決定後の夏休み後半よりじっくりと情報収集を
行い、メンバーとの情報共有をこまめに行い目指す方向にブ
レがないか都度確認をしていく。
　後期が始まってからは週一回のミーティングを通しラフス
ケッチを進めていく。ひとり数案のアイデアを出し合い、その
中から的確にコンセプトを表現しているアイデアを選び1点
に絞っていく。クオリティを高めるべくさらに全員でデザイ
ン案を深めていく。最終的には100案を超えるロゴデザイン
のアイデアが生み出されていった。
（足立ゆうじ）
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まさに＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を彩る
にふさわしい作品に仕上げることができた。
　在学生やこれから入学する学生だけでなく、卒業生や保護
者の方にも見ていただける作品を残せた事に、とても素晴ら
しい経験ができたのではないかと思う。
（足立ゆうじ）
●学生ホール1階　＜壁面イラストレーション＞
学生ホール北側のイラストレーション
学生ホール西側のイラストレーション1 学生ホール西側のイラストレーション2 壁面制作の様子
●学生ホール1階　＜ロゴマークデザイン＞
ロゴデザインのミーティング
ロゴデザインのラフスケッチ 壁面に制作したロゴマークとイラストレーション
　リニューアルプロジェクト後半よりロゴマークのデザイン
が始まる。夏休みのミーティングで新しい学生ホールを象徴
するネーミングが“Recolte  Kitchen”に決まり、その名にふさ
わしいロゴマークについてイラストレーションデザインコー
スの学生7名がミーティングを積み重ねていった。
＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を表現できる
ロゴデザインとは何か。まずは世の中にある同じ方向性と考
えられるデザインのリサーチから始める。
　ネーミング決定後の夏休み後半よりじっくりと情報収集を
行い、メンバーとの情報共有をこまめに行い目指す方向にブ
レがないか都度確認をしていく。
　後期が始まってからは週一回のミーティングを通しラフス
ケッチを進めていく。ひとり数案のアイデアを出し合い、その
中から的確にコンセプトを表現しているアイデアを選び1点
に絞っていく。クオリティを高めるべくさらに全員でデザイ
ン案を深めていく。最終的には100案を超えるロゴデザイン
のアイデアが生み出されていった。
（足立ゆうじ）
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